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EUはミャンマーチークの輸⼊に関
する共通の⽴場(Common 
Position)をどう取締っているか？ 

 
 

筆者 マリーゴールド・ノーマン 
 

ミャンマーからの⽊材について、欧州連合の取締各局や欧州委員会がEU
⽊材規制には準拠しないと結論付けたにも関わらず、輸⼊は続いている。
取締効果の⾼い国からの輸⼊は少なくなっているものの、引き続き欧州連
合内にはミャンマー材が⼊ってきている。 

 

はじめに 

2017年9⽉1、欧州取締各局と欧州委員会（EC）はミャンマーチークに関し共通の
⽴場*の作成を開始した。その結果、2018年にミャンマーからの輸⼊はEU⽊材規制
（EUTR）の規定に準拠しないと結論づけている。この⽴場はそれ以来維持されて
いる。2 

上記の⽴場が有効である限り、輸⼊者はミャンマーチークをEU市場に導⼊すること
は控えるべきである。 

共通の⽴場は、EUに違法⽊材が⼊るのを防ぐ⽬的で、すべてのEU加盟国に対し取
締に対する明確で統⼀的なアプローチを推奨するために作成された。 

2年が経過したが、共通の⽴場の取締状況はどうなっているか？また、共通の⽴場
はどんな影響を⽣んでいるのか？フォレスト・トレンズは公式の貿易データを検証
し、取締⾏為と市場のシフトの関連性を明らかにした。 

*訳注：「共通の⽴場（Common Position）」は加盟国が協調⾏動をとることを⽬的と



し、欧州理事会が策定する。加盟各国は⾃国の政策をこれに合致させることが求められ
る。 
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主な結果 

EUの2019年のミャンマーからの輸⼊量は共通の⽴場が最初に作成され
た2017年と変わらなかった。輸⼊額は40％増加している。 

2017年9⽉以降、ミャンマーからEUに輸⼊された⽊材は、1700万キロ以上、⾦額ベ
ースでは9580万ユーロ（⽇本円で約112億円）。  

輸⼊は2018年に過去最⾼の900万キロに増加、ただしその後2019年に2017年時のレ
ベルに減少。 

 

共通の⽴場以前の輸⼊  
共通の⽴場が最初に作成されて以降の以前の輸⼊  
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出典: Eurostat Comext, 2020 

図1 共通の⽴場 作成:ヨーロッパのミャンマー材輸⼊の量（kg）と⾦額
（ユーロ） 
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共通の⽴場が最初に作成された後、EUへの⼊⼝には劇的な変
化があった。 

2019年までには、オランダ、ベルギー、フィンランド、スロベニア、フランス、デ
ンマーク、イギリス各国ではすべてミャンマー材の年間輸⼊量が減少。 

しかしEU加盟国のうち次の5ヵ国では同時期の輸⼊が顕著に増加：スウェーデン、チ
ェコ共和国、イタリア、クロアチア、ギリシャ。うち、ギリシャ、クロアチア、チェ
コ共和国への輸⼊はこの時期500％以上の増加があった。 

この3ヵ国における増加は、オランダ、ドイツ、ベルギー、フィンランド、スロベニ
アにおける減少をそのまま相殺しており、EU市場への輸⼊量全体をほぼ同じ量に保
っている。 

EU法令の実施にばらつきがあることは、EUTRに限ったことではなく、欧州委員会に
とっては⻑期にわたって存在する課題である。共通の⽴場の取締に関してわかってき
た結果は、委員会がEUのルールを加盟国がどう実施しているかを評価する年次の
「単⼀市場スコアボード」にも表れている。もっとも最新のスコアボード（2018
年）3では、スペイン、イタリア、ギリシャ、ルクセンブルクの実績が最低であっ
た。 

 

 

 

 

出典: Eurostat Comext, 2020 

図 2 2017年〜2019年のEU加盟国による年間⽊材輸⼊量の変化 
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ミャンマーからの輸⼊材のうち半分は共通の⽴場が最初に作成されて
以降、EUに⼊ってきた。 

イタリアの輸⼊は2015年以来毎年増えている。2019年のイタリアの輸⼊は過去最⾼
の400０トン、⾦額にして2,510ユーロであった。これは2019年のヨーロッパへの輸
⼊量の60％を占めている。 
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図 3 2013年〜2019年のヨーロッパのミャンマーからの輸⼊ (kg) 

⽊
材

輸
⼊

量
 (k

g)
 

  3  



HOW HAS THE EU ENFORCED THE COMMON POSITION ON TEAK IMPORTS FROM MYANMAR? 

5 
MARCH 2020 

 

 

ドイツ、ベルギー、オランダの輸⼊は2018年夏に⾏われた強固な
取締活動の後、顕著に減少。 

2017年及び2018年、EUTRに準拠しているかを確認するための取締チェックがす
べての企業を対象に⾏われ、改善命令が出された。 
 
2017年9⽉に共通の⽴場が最初に作成された後4、オランダ当局が2017年10⽉に⺠間
企業2社に対して5、さらに2018年3⽉にはまた別の1社に対して6予防的措置命令を発
⾏した。この措置はこれら企業がＥＵ市場で販売しつづけることになるチークあるい
はチーク製品1㎥につき20,000ユーロ（約230万円）の罰⾦を課している。 
 
2018年には、ドイツ及びベルギー当局はミャンマーチークを輸⼊し続ける業者に対す
る取締りを強化し、共通の⽴場と⾮準拠ケースの取扱について明確に伝達する⽂書7と
プレスリリース8を発⾏している。共通市場から違法⽊材を排除するために、ベルギー
及びドイツの当局はミャンマーから輸⼊されたいかなるチークも⼀時的に押収し、押
収後1か⽉以内に合法性が確認できない場合には原産国への返却を輸⼊業者の負担で
⾏うと宣⾔した。 
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図 4 オランダ、ドイツ及びベルギーにおける効果的取締により
2018年の半ばまでに市場に顕著な変化が起こった 
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ドイツにおける共通の⽴場の実施9 

2017年3⽉、ドイツの取締局はミャンマーチークを輸⼊した13のドイツ業者に対し違
法伐採の可能性が⾼いと警告を出した。EUの共通の⽴場の導⼊後、EUTRへの準拠を
確認する取締チェックは強化され、2017年から2018年にかけすべての輸⼊業者に対
して検査が⾏われ、多くの改善措置通知が発⾏された。2018年4⽉、残る5社へ⽂書
が送られ、同年6⽉にはプレスリリースが発⾏された。どちらもミャンマーからの⽊
材は現在のところEUTRの規程には準拠していないと通告したものであった。さら
に、ミャンマーを原産国とする⽊材は、インドなど他の国から輸⼊されていても、押
収から１か⽉以内に合法性が確認できない場合には、⼀時的に当局が保管し、ミャン
マーあるいは原産国に返却される可能性があることも明確にされた。 

2018年9⽉、シンガポールからドイツに輸⼊された100,000ユーロ以上に相当するミ
ャンマーチークの貨物2つがドイツ当局により後に押収された。輸⼊業者が押収後１
か⽉以内にリスクが無視できることを証明できなかった2019年8⽉、貨物に対して
（訳注：原産国への）返却命令が出された。 

 

図 5 ドイツの監視・取締⾏為と量の関係 

 

 

 

 

出典: Eurostat Comext, 2020 
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現在、EUへの⼊⼝となる国を変えることにより意図的にEU法の網の
⽬をくぐりぬけようとする企業の事例が現れつつある。 

オランダにおいて同国の企業に対する強固な取締⾏為に続いて、2018年8⽉以降、
チェコへのミャンマーからの輸⼊が登録されている。オランダ・チェコ当局合同
の取締では、ミャンマーチークを輸⼊するためのEUTRの意図的な回避が明らかに
なった。この取締により、2019年12⽉、両国において強制捜索そして押収が⾏わ
れた。公的な情報によれば、チークはチェコ共和国へ輸⼊されているが、それよ
り以前にオランダの業者が購⼊済みであったことがわかる10。 

現在、オランダ・チェコ両国において刑事事件・⾏政事件が継続している。2019
年12⽉の強制捜索以来、ミャンマーからチェコへの輸⼊はない。 
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図 6 ミャンマーからオランダへの意図的に法を回避した輸⼊に対する
取締⾏為 
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まとめ 
 

共通の取締⽅針はEU加盟国すべてによる⼀貫した実施がなければ機能しない。ミャンマーか
らのチークがEUTRに準拠することは不可能であるとして、加盟国とECはすでに2017年から
共通の⽴場を作成し始めたにも関わらず、現在ヨーロッパには2017年当時と同量のミャンマ
ー材が輸⼊されていることが貿易データからわかっている。唯⼀の変化は、いくつかのEUへ
の⼊⼝となる国である。 
 
EUTRはEU市場に最初に⽊材を導⼊する輸⼊者を規制しているが、加盟国全体において⼀貫
性のあるEUTRの実施ができていないため、共通市場に⽊材が⼊るのを防ぐことができず、潜
在するバイヤーからの需要はピークのままで未解決となっている。 
 
貿易データからも、EUの共通市場にミャンマーチークを導⼊しているのは⾮常に少数の輸⼊
業者であることがますます明らかになってきている。強固な取締姿勢によりこうした輸⼊を
国レベルで準拠にもっていくことは可能であるが、取締担当官は新たな回避ルートが現れた
場合には早急に特定しEU法を意図的に回避しようとする企業を強固に起訴するために相互協
⼒が必要である。 
 
ECは試験的取組を通した最も⼀貫性のある実施や、加盟国による取締⾏為に対するより効果
的なチェックを確実にする援助をすることができる。単⼀市場全体のより意味のある取締統
計や分析に関する独⽴報告によって、取締における脆弱性がどこで起こるのかをより素早く
特定することが可能になるだろう。 
 
EU加盟国全体を通して取締局間のより効果的な調整を推進すること、取締アプローチを強化
すること、説明責任をより強く求めることは、より広範囲にわたるECの努⼒から学ぶ機会は
存在している：製品規制の事例である。2019年6⽉、ECは「市場監視規則（Regulation (EU) 
2019/1020 on market surveillance and compliance of products）」を通過させた。この規則
では輸⼊者と製造者に対し、EU市場に導⼊する製品が、健康、安全、環境の側⾯に関する規
定に準拠することを確実にすることを求めている。⽊材やEUTRは新規制の対象範囲ではない
ものの、協⼒、説明責任、そして⼀貫した実施に向けた同様の努⼒が必要であるのは明らか
である。 
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Forest Trends works to conserve forests and other ecosystems through the creation and wide adoption 
of a broad range of environmental finance, markets, and other payment and incentive mechanisms. 
This report was released by Forest Trends’ Forest Policy, Trade, and Finance program, which seeks to 
create markets for legal forest products while supporting parallel transformations away from timber 
and other commodities sourced illegally and unsustainably from forest areas. 

Other policy and information briefs can be found at www.forest-trends.org. 
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